
町
長
室
か
ら　
　

梅  

田　

  

穰

　

　

11
月
16
日
に
「
来

て
見
て
は
い
よ
！
幸
せ
築
く
支
え
あ

い
の
山
都
町
」
を
テ
ー
マ
に
福
祉

ま
つ
り
が
７
０
０
名
以
上
の
町
民
の

参
加
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
町
内
各
保
育
園
の
園
児
に
よ
る

歌
や
踊
り
で
開
幕
し
、
30
地
区
の
福

祉
部
長
に
よ
る
認
知
症
を
テ
ー
マ
に

し
た
創
作
福
祉
劇
は
場
内
爆
笑
の

中
、
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
笑
い
の
中

に
、
一
人
一
人
が
い
つ
我
が
身
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
と
の
思
い
を
強
く

し
な
が
ら
、山
都
町
な
ら
で
は
の
隣
・

近
所
の
強
い
支
え
合
い
の
心
を
持
ち

な
が
ら
共
に
生
き
る
地
域
を
築
い
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

他
に
も
、啓
発
映
画「
ケ
ア
ニ
ン
」、

県
警
音
楽
隊
の
演
奏
、
キ
ン
キ
ラ
劇

団
の
琉
球
太
鼓
や
コ
メ
デ
ィ
等
の
出

し
物
に
笑
い
に
包
ま
れ
た
会
場
、
そ

の
他
矢
部
高
校
生
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
、
木
を
使
っ
た
オ
モ

チ
ャ
遊
び
や
多
く
の
出
店
・
出
品
の

展
示
、
郷
土
色
豊
か
な
バ
ザ
ー
等
を

民
生
委
員
、
老
人
会
、
地
区
福
祉

会
を
は
じ
め
社
協
の
方
々
と
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
般
、
東
京
都
奥
多
摩
町
を
訪
れ

ま
し
た
。
人
口
５
，
１
７
９
人
で
す

が
高
齢
化
率
は
49
・
１
％
と
山
都
町

と
変
わ
ら
な
い
状
況
の
中
、
東
京
都

の
水
源
で
周
囲
48
㎞
の
奥
多
摩
湖
を

は
じ
め
森
林
資
源
を
生
か
し
た
東
京

都
民
の
憩
い
と
癒
し
の
場
、
や
さ
し

い
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
観
光
資

源
の
豊
富
な
町
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
様
々
な
子
育
て
支
援
、
定

住
支
援
、
高
齢
者
対
策
の
「
奥
多

摩
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち

上
げ
、
施
策
・
事
業
を
推
進
し
て
お

ら
れ
ま
す
。
そ
の
効
果
と
し
て
Ｕ

タ
ー
ン
17
世
帯
61
人
、
Ⅰ
タ
ー
ン
74

世
帯
２
０
２
人
、
町
内
転
居
80
世

帯
２
３
３
人
、
合
計
１
７
１
世
帯

４
９
６
人
の
実
績
と
の
こ
と
で
し

た
。
特
に
町
外
転
出
の
抑
制
に
つ
な

が
る
町
内
転
居
が
多
い
こ
と
に
注
目

し
た
次
第
で
す
。

　

山
都
町
で
も
昨
年
度
の
水
害
後
土

砂
崩
れ
で
被
災
さ
れ
た
方
々
３
世
帯

が
町
営
住
宅
に
転
居
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
研
修
で
奥
多
摩
町
の
積

極
的
な
取
り
組
み
事
例
を
た
く
さ
ん

学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
我
々

も
少
子
化
、
高
齢
化
、
定
住
化
対
策

の
な
お
一
層
の
充
実
に
努
め
明
る
い

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

令和元年度山都町表彰

第15回山都町支部体協対抗駅伝大会

　11月5日、町では、自らの豊富な経験等を基に、
独自の活動や地域での様々な活動に携わられ、本町の
町政の発展及び町民の福祉の増進等に寄与し、その功
績が顕著で、町民の規範となる５名の方に対し、これ
までの功績をたたえるために、表彰を行いました。

　11月17日、第15回山都町支部体協対抗駅伝大会が開催されました。
　これまで旧町村を横断する国道218号線を主要コースとして開催してきましたが、本大会から浜町（役場
前町道）～下名連石～浜町（役場正門）、９区間17.3㎞の新たなコースでのレースとなりました。
　午前10時の号砲とともに17支部体協の選手がスタートし、中盤までは、区ごとで上位５チームが入れ替
わる大混戦でしたが、８区でトップに立った御岳体協がそのまま逃げ切り、見事優勝を成し遂げました。最
優秀選手賞には御岳体協の澤田和泉さん、敢闘賞には下名連石体協の山本麻奈さんが選ばれました。
　大会当日は天候にも恵まれ、また沿道からも多くの声援があり、大いに盛り上がった大会となりました。
　　　　　　　　　　　　　　最　終　順　位
順位 体　協　名 総合タイム 順位 体　協　名 総合タイム
１位 御岳体協 1時間06分09秒 10位 上差尾体協 1時間10分39秒
２位 下矢部東部体協 1時間06分37秒 11位 中島東部体協 1時間12分07秒
３位 下名連石体協 1時間07分13秒 12位 通潤体協 1時間13分28秒
４位 東竹原体協 1時間07分20秒 13位 橘・花上体協 1時間13分37秒
５位 朝日体協 1時間07分46秒 14位 浜町B体協 1時間14分26秒
６位 清和体協 1時間08分05秒 15位 中島南部体協 1時間15分17秒
７位 菅尾体協 1時間08分16秒 16位 馬見原体協 1時間17分05秒
８位 浜町C体協 1時間08分26秒 17位 中島西部体協 1時間18分10秒
９位 小峰体協 1時間09分09秒
　　　　　　　　　区　間　賞
区　間 選　　手　　名 タイム

１区(1.8km) 田上　恵士 選手 （浜町 B） 6分30秒
２区(1.8km) 村上　直弥 選手 （御岳） 5分59秒
３区(0.9km) 木村　　稔 選手 （浜町C） 2分51秒
４区(1.7km) 岩田　陽一 選手 （中島南部） 6分14秒
５区(2.1km) 下田　将臣 選手 （下矢部東部） 7分56秒
６区(2.8km) 後藤　将希 選手 （東竹原） 8分14秒
７区(1.4km) 水田　博文 選手 （御岳） 5分05秒
８区(2.4km) 橋本　亜依 選手 （浜町 B） 9分12秒
９区(2.4km) 山本　翔太 選手 （下名連石） 7分35秒

緒方 惠美子 さん（浜町）（右から３人目）
　永年に亘り、矢部地区交通安全母の会の会長職
を務められ、交通安全推進運動キャンペーンや飲
酒運転撲滅活動に尽力。その他、学習支援ボラン
ティアとして小学校応援、介護施設への演芸訪問
による入所者との交流等に携わる。

高宮 公 さん（下馬尾）（左から３人目）
　荒れ地となっていた山神山の景観向上のため除
草 ･雑木除伐作業を進められ、遊歩道や東屋を整
備。その後も、永年に亘り管理に努められ、桜や
ツツジ等を多数植栽するなど、地域の憩いの場「山
神山公園」の環境整備に尽力。

坂本 憲義 さん（新小）（左から１人目）
　白糸第１地区社会福祉協議会の会長職時、地域で
支え合い見守るしくみの構築を目指し、サポータ養
成講座やピンポンサロンを始めとしたミニサロンの
立ち上げ等に尽力、現在も社会福祉活動に従事。

永谷 誠一 さん（井無田）（右から２人目）
　故金栗四三氏と深く交流、「トライアスロンの
父」と称される。九州脊梁山地の魅力に早くから
気付かれ、九州初のトレイルラン開催に尽力。そ
の後も、日向往還のルート踏査や山都フットパス
協会の設立等で中心的な役割を果たす。

菅 清次郎 さん（上寺）（左から２人目）
　藤壺道場の師範代として山下泰裕氏（小学生時
代）を始め多くの門下生を指導。その後、泰武館
（矢部警察署（現山都署））にて指導に当たる。ま
た、永年に亘り少年補導員を務められ、地域の青
少年の健全育成に取り組む。

　

初
め
て
の
地
元
開
催
と

な
っ
た
下
名
連
石
自
治
振
興

区
の
女
性
部
の
皆
さ
ん
が
カ

カ
シ
を
製
作
し
、
応
援
が
途

切
れ
な
い
よ
う
民
家
が
な
い

区
間
に
設
置
し
、
大
会
を
盛

り
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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